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●特にお薦めしたい方　　
近代美術史、モダニズム、映画、芸能、メディア史、文学、
日本近代史の研究者・研究所、大学図書館など。

会館芸術 第Ⅰ期　戦前篇・全11巻

・□ 第1回・全5巻 ・□ 第2回・全6巻

会館芸術 第Ⅰ期・戦前篇

セット

第一回配本・全5巻 2016年9月刊行予定

全5巻揃定価：本体90,000円＋税 ISBN978-4-8433-5089-8 C3370

●第１巻● 1931年（昭和６年） 解説：前島志保　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5091-1

●第２巻● 1932年（昭和７年） 解説：茂木謙之介　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5092-8

●第３巻● 1933年（昭和８年） 解説：白井史人　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5093-5

●第４巻● 1934年（昭和９年）１月～６月 解説：高山花子　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5094-2

●第５巻● 1934年（昭和９年）７月～12月 解説：高山花子　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5095-9

第二回配本・全6巻 2017年2月刊行予定

全6巻揃定価：本体108,000円＋税 ISBN978-4-8433-5090-4 C3370

●第６巻● 1935年（昭和10年）１月～６月 解説：白井史人　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5096-6

●第７巻● 1935年（昭和10年）７月～12月 解説：李賢　　　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5097-3

●第８巻● 1936年（昭和11年）１月～６月 解説：白井史人　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5098-0

●第９巻● 1936年（昭和11年）７月～12月 解説：李賢　　　　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5099-7

●第10巻● 1937年（昭和12年）１月～６月 解説：佐々木悠介　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5100-0

●第11巻● 1937年（昭和12年）７月～12月 解説：佐々木悠介　 定価：本体18,000円＋税　ISBN978-4-8433-5101-7

戦時統制下映画資料集
［監修］東京国立近代美術館フィルムセンター 全34巻
終戦時の混乱を免れた第一級資料群!! ●揃定価：本体845,000円＋税

新聞における美術批評の変遷
［著］竹田道太郎［解説］山盛英司 ●定価：本体15,000円＋税

朝日新聞に掲載された、昭和前期までの美術記事を丹念に調査追跡。

近代日本芸能年表
［著］倉田喜弘／林淑姫 全2巻●揃定価：本体36,000円＋税

ペリー来航よりマッカーサー離日までの極詳細な日本綜合芸能年表。

美術批評家著作選集
［監修］五十殿利治 刊行中・既刊19巻●揃定価：本体387,000円＋税
近代日本の美術界に深い影響を与えた多彩な言説を批評家別に集成。
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キネマ週報 全24巻＋別巻１／補遺篇 全3巻

［著］東京国立近代美術館フィルムセンター 日本映画の興隆期をつぶ
さに記録。戦前メディア研究に必須。●揃定価：本体630,000円＋税

コレクション・モダン都市文化
［監修］和田博文 全100巻●定価：本体1,800,000円＋税

都市文化の魅力を満載した、モダニズム研究のための基本文献集。

［監修］長木誠司／ヘルマン・ゴチェフスキ／前島志保　 ［編集・解説］朝日会館・会館芸術研究会
協力：朝日新聞厚生文化事業団 朝日新聞社

●揃定価：本体198,000円＋税 ISBN978-4-8433-5088-1 C3370 B5判／上製／クロス装／カバー

第Ⅰ期・戦前篇
全11巻

◆監修◆長木誠司 CHOKI Seiji
東京大学大学院総合文化研究科 教授

ヘルマン・ゴチェフスキ Hermann GOTTSCHEWSKI
東京大学大学院総合文化研究科 教授

前島志保 MAESHIMA Shiho
東京大学大学院総合文化研究科 准教授

◆編集・解説◆朝日会館・会館芸術研究会
◆協力◆朝日新聞厚生文化事業団 朝日新聞社

戦
前
期
、関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
を
牽
引
し
、中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
総
合
文
化
雑
誌

◆解説執筆◆（50音順）

李賢
小樽商科大学言語センター准教授

佐々木悠介
東京大学非常勤講師

白井史人
早稲田大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点研究助手

高山花子
東京大学大学院総合文化研究科博士課程

前島志保

茂木謙之介
東京大学大学院総合文化研究科博士課程
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大阪朝日会館（以下「会館」）は1926年（大正15年）10月から

1962年（昭和37年）10月まで大阪・中之島に存在し、「大阪

の文化の中心」「文化の殿堂」と称されていた総合文化施設

である。会館は母体の新聞社とは一定の距離を保ちながら、

独自の公演、上演、展覧会、講演会など多彩な活動を展開

し、関西の近代文化史において重要な役割を果たした。

ここから1931年（昭和6年）に創刊された雑誌が、『会館芸

術』（～1953年〈昭和28年〉／全222冊　朝日新聞社会事業団）

である。同誌は会館の機関誌として出発したものの、創刊

後数年で、音楽、舞踊、演劇、映画、美術、写真の解説・

評論記事から、短編・長編小説、国内外の著名人の随想・インタビュー、各国の文化事情の紹介までを盛り込

んだ総合文化雑誌に発展した。その後様々に名前や規模を変えつつも1953年（昭和28年）までの長期にわたって

発行され、一時期は全国展開も計画されていた『会館芸術』は、同時代の「阪神間モダニズム」とも相通じて

おり、東京一極集中ではない近代日本の文化活動の在り方を示す好例と言える。全集未収録の著名人の作品・

評論も多数掲載している本誌は、戦前から戦後にかけての様々な分野の展開に関する貴重な資料でもある。

監修のことば
長木誠司

東京大学大学院総合文化研究科 教授

ヘルマン・ゴチェフスキ
東京大学大学院総合文化研究科 教授

前島志保
東京大学大学院総合文化研究科 准教授

本書の特色

●内容は、美術、映画、写真、演劇、舞踊、音楽、文学、評論、国内外の著名人の随想、落

語、各国の文化事情の紹介等々、様々な分野にわたる資料の宝庫。

●全集未収録の作品や評論も多数収録する極めて貴重な資料群である。

●音楽：藤原義江、朝比奈隆、山田耕筰／演劇：千田是也／映画：淀川長治／文学：井伏鱒二、

与謝野晶子／美術：藤田嗣治／舞踊：伊藤道郎等々、錚々たる執筆陣による第一級資料。

●現存するものが極めて少なく、なかなか見ることのできない極めて稀少な雑誌である。

●各巻巻末に「朝日会館・会館芸術研究会」による詳細な解説を付す。

●続編として戦前篇刊行後、「第Ⅱ期・戦中篇」刊行予定。(刊行日未定)

朝日会館（出典・株式会社竹中工務店『建築写真帖』昭和二年再版）
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●1931年５月号（創刊号）より

◆特輯タイトル抜粋◆

〈〉は収録巻数原誌表記通り

●トティ・ダル・モンテ／

ミチオ・イトウ号〈1〉

●宝塚少女歌劇／ヨセ

フ・シゲティ号〈1〉

●花柳寿美舞踏号〈2〉

●藤原義江号〈2〉

●新春映画号〈3〉

●特輯 新交響楽団〈4〉

●特輯 江口隆哉・宮操

子群舞公演／新築地

劇団「櫻の園」〈10〉

●特輯国際映画〈10〉

●特輯朝日会館能〈10〉

朝日会館五ヶ年間各種催

物一覧表（第4輯付録）内容

項目（収録期間：1926年10

月～1931年11月）

●演劇上演目録

●能楽上演目録

●洋楽上演目録

●邦楽上演目録

●舞踏上演目録

●講演会開催目録

●映画公開目録

●コドモの会開催目録

●展覧会開催目録


